
 

第１４回大山駅西地区地区計画検討会 

 

令和元年５月１７日（金） 

午後７時～９時 

会場：仲町地域センター ３階 

第１洋室 

 

 次  第 

 

１ 開会挨拶 

 ・会長挨拶 

 

２ 議題 

（１）「提言書」の構成イメージについて 

（２）「提言書」に記載する地区計画のルールの「記述レベル」について 

（３）今後の進め方やスケジュールについて 

 

 

３ 意見交換 

 

４ 連絡等 

 ・今後の開催日程候補の確認 ＝ 第１５回 令和元年７月１２日（金） 

 

５ 閉会 
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⼤⼭駅⻄地区 第1４回 地区計画検討会 
2019.5.17 
（4.25） 

 

○ 大山駅西地区の地区計画の「提言書」作成に向けた検討 

 

 

 

《 今回の検討項目 》 

１．「提⾔書」の構成イメージについて 

２．「提⾔書」に記載する地区計画のルールの「記述レベル」について 

 

 

 

０．今回の目的について 

第１４回の地区計画検討会では、この会の⽬的である「提⾔書」の取りまとめに向け

て、以下の話し合いを⾏います。 

・「提⾔書」の構成イメージの共有 

・「提⾔書」に記載する地区計画ルールの「記述レベル」の考え⽅ 

・ 今後の進め⽅やスケジュール 
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１．「提言書」の構成イメージについて 

 

 １）地区計画に関する類似の「提⾔書」の事例（上落合中央・三丁⽬地区/新宿区） 
  「提⾔書」の取りまとめにあたっては、掲載する項⽬や、内容の深さ、さらに⽂章の

量など様々な要素があることから、あらかじめ地区計画検討会の皆さんで共通のイメ
ージを確認しておくことが重要と考えられます。 

   ⼤⼭駅⻄地区での提⾔書の類似例と考えられる地区として、新宿区の「上落合中
央・三丁⽬」地区があります。この地区では「地区計画」に盛り込むべき具体的な建
替えルールについて、A3判⽤紙１枚に簡潔にまとめられています。 

 
↓区への「提⾔書」の例・・「上落合中央・三丁⽬地区新たな建替えルール（地元案）」 

（H30 年７⽉、上落合中央・三丁⽬地区まちづくりの会） 

「上落合中央・三丁⽬地区新たな建替えルール（地元案）」は、＜まちづくり提⾔・まちづくり構

想＞に⽰された「まちづくりの基本⽅針」の実現を⽬指して、当地区に居住する住⺠が中⼼となって

取りまとめた建物を建替える際のルールです。 

今後、新宿区により「地区計画」として、都市計画へと位置付けていく予定です。 
（出典︓新宿区ホームページ） 

 



〜ﾊｯﾋﾟｰﾛｰﾄﾞ⼤⼭商店街沿道での１階部分の住居等の制限〜
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〜補助第26号線沿道での屋外広告物等の形態・意匠の制限〜

〜住宅地での隣地境界線からの壁⾯後退〜

〜補助第２６号線沿道での１階部分の住居等の制限〜

〜ﾊｯﾋﾟｰﾛｰﾄﾞ⼤⼭商店街にふさわしくない⽤途の制限〜

〜補助第26号線沿道での外壁や屋根の⾊彩制限〜

〜住宅地にふさわしくない⽤途の制限〜
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ルール①
既存のハッピーロード⼤⼭商店街の建物の１階部分（商店街に⾯している部分）に店舗等を誘
導（住居等を制限）する

ルール②
補助第26号線沿道の⼀部では、建物の１階部分に店舗等を誘導（住居等を制限）する

ルール③
商業地区では、商店街にふさわしくない⽤途（例えば、性⾵俗店（※）やカラオケボッ
クス、マージャン屋、パチンコ屋）を制限する

ルール⑥
住宅地区では、建物を隣との敷地の境界線から⼀定距離を後退させる

ルール⑦
住宅地区の環境を守るため、ふさわしくない⽤途（例えば、カラオケボックスやマージ
ャン屋、パチンコ屋）を制限する

ルール⑧
住宅地内の道路に⾯する背丈の⾼いブロック塀等を制限し、⽣け垣やフェンス等を推奨
する

ルール⑤
統⼀感のある街並みを形成するため、看板等の屋外広告物等の形態⼜は意匠を制限する

ルール④
補助第26号線沿道の建物の外壁や屋根の⾊彩について、周辺環境に調和しない派⼿な⾊
を制限する

⼤⼭駅⻄地区地区計画で導⼊を検討するべきルール（構成案）
大山駅西地区地区計画に関する

まちづくりの提言（構成案）

（地区の特性や課題、検討会の⽬的、既定計画の⽅針、紙⾯の内容紹介、etc）

（検討会の経過、各回の主な議題、etc）

問合せ先

３

《 大山駅西地区での「提言書」の構成イメージ（案）①オモテ面 》

←完成版は三つ折りにして配布します。
　　　　　　　　　　　　　この部分が表紙になります↓
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①
（住宅地区）

②
（住商混在地区）

③
（商業地区）

④
（幹線道路沿道地区）

⑤
（クロス・ポイント）

⑥
（ピッコロ・スクエア）

⼤⼭駅⻄地区地区計画の範囲とルールの対象区分⼤⼭駅⻄地区が⽬指す将来像（構成案）

●住商混在地区の将来イメージ（例示）
・商店街から⼀歩⼊った道にも店舗が連なり、ハッピーロード商店街の賑わいが⾯的に
広がっている。

・

●ハッピーロード商店街の将来イメージ（例示）
・商業系⽤途の店舗が建ち並び、賑わいが連続する
・地域にふさわしい⽤途
・

●住宅地区の将来イメージ（例示）
・⽼朽⽊造住宅の建替えが進み、防災性が向上する
・敷地にゆとりがあり、緑が豊かである
・危険なブロック塀が解消され、誰もが安全・安⼼に通⾏できる道
・商業系の⽤途が制限され、静かで落ち着いた住環境が維持されている
・

●補助第26号線沿道の将来イメージ（例示）
・ハッピーロード商店街の賑わいが連続する
・⼗分な幅の歩道が整備され、安全に通⾏することができる
・街並みのデザインに統⼀感があり、洗練されている
・

４

《 大山駅西地区での「提言書」の構成イメージ（案）②中面 》

(イラスト掲載予定） (イラスト掲載予定）

(イラスト掲載予定） (イラスト掲載予定）
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２．「提言書」に記載する地区計画ルールの「記述レベル」の考え方（素案）
大山駅西地区の地区計画への「提言書」の取りまとめ時には、これまでの議論を踏まえて、より 

多くの皆さんが納得できる記述内容とすることが求められています。このため、意見が分かれた項 

目については、詳細な制限（右記の「レベルC」）までは書かずに必要な取り組み・方向性を幅広 

く記載する程度にとどめる形も考えられます（右記「レベルA」）。 

また、この「レベル」については、ルールごとにA～Cのいずれかを決めていくことを考えています。 

これを受けて下表では「提言書」への掲載が現時点で想定される項目ごとに、レベルA～Cとしての内容の概要イメージを一覧にしました（あくまで現時点での素案で今後の議論に応じて記述は変わります）。 

また、ルール番号と制限名が太字になっている部分は、今回、主に話し合いを行う項目です。右半分には、これまでのご意見を踏まえて、検討会で再度の話し合いや補足検討が必要な項目を整理しました。 

まちづくり
のルール 

記述内容（概要・例示） これまでの検討会での主な意⾒ 検討会での 
話し合い（想定） 

必要な検討
材料や作業 レベルA （幅広) レベルB （中間) レベルC （詳細）

ルール①
（A１） 
ハッピーロ
ード⼤⼭商
店街沿道の
１階部分の
住居等の
制限

商店街の店舗
の連続性に配
慮するべき。 

商店街に⾯する１
階部分には店舗の
⽴地を誘導すべ
き。 

（東地区の「遊座⼤⼭商店街地
区」部分並みの記述）

商店街の道路に⾯する建物の1
階のうち、商店街に⾯する部分
には、住宅、⾃動⾞⾞庫、倉庫
業を営む倉庫を設けてはならな
い。ただし、住宅の出⼊⼝（⽞
関等）は除く。 

〇ルールは必要 
・厳しい規制にならないように商店の連続性もほしい。
〇その他の意⾒
・妙なものは作られないようにする仕組みは必要。

●第13回検討会での意⾒
⇒「ルールは必要」に13名(全員)挙⼿
・26整備後にテナントが⼊ってこないなどの懸念があるため、もう少し慎重に考えたい。

・地権者ヒアリン
グを⾏う（8⽉頃
予定）。

・次回の検討会に
向けて素案を作
成した後、８⽉
のヒアリング結
果を反映して修
正し、次々回で
確認する

・沿道の住宅
分布

・地権者ヒア
リングの結
果

ルール②
（A２） 
補助第２６
号線沿道の 
１階部分の
住居等の 
制限 

補助２６号線
の沿道での店
舗の連続性に
配慮するべ
き。 

補助２６号線に⾯
する１階部分には
店舗の⽴地を誘導
すべき。ただし、
既存住宅の建替え
は除く。（ただ
し、既存住宅の建
替えは、１回のみ
は認めるべき。） 

（東地区の「遊座⼤⼭商店街地
区」部分並みの記述）

補助２６号線に⾯する建物の1
階のうち、商店街に⾯する部分
には、住宅、⾃動⾞⾞庫、倉庫
業を営む倉庫を設けてはならな
い。ただし、住宅の出⼊⼝（⽞
関等）は除く。 

〇ルールは必要 
・補助26号線沿いでビルを建てる時、１階を店舗にしてもらってはどうか。
・1階店舗は必要。制限を厳しくしてほしい。
・商店街は分断すべきではない。(住宅を挟まず、店舗が建ち並んだ⽅が良い)
・⼤⾕⼝のように、新興住宅ばかりが建つのは好ましくない。
〇ルールは必要ない
・街に賑わいを持たせられるが、現在住居である建物を制限するのは難しい。
・道路整備で住宅が前通りに出てしまうため、要検討。
〇その他の意⾒
・「1Fを商業に」とは書きづらい。可能性を狭めない書き⽅を検討することが⼤事。

●第13回検討会での意⾒
⇒「ルールは必要」に5名挙⼿
・A１の導⼊は問題ないが、A２はかなりの議論が必要では。

・５⽉予定の地権
者ヒアリング(新
たに沿道に出て
くる部分の住宅)
を受けて、次回
の検討会に向け
て素案を作成
し、話し合う

・地権者ヒア
リングの結
果

・他地区事例

ルール③
（B４） 
商店街にふ
さわしくな
い建物⽤途
の制限 

商店街の健全
な賑わいを維
持できる店舗
の⽴地を誘導
すべき。 

商店街の健全な賑
わいを維持するた
め、特定の店舗等
の⽴地を制限すべ
き。 

（東地区並みの記述）
1）⾺券・⾞券・⾈券発売所を

制限する。
2）パチンコ店を制限する。

（ただし、既存店舗の建替え
は除く。）

〇ルールは必要 
・⽤途制限により⾵俗店やパチンコ店は新たに⼊れさせないようにすべき。
・妙なものは作られないようにする仕組みは必要。

●第13回検討会での意⾒
⇒「ルールは必要」に11名挙⼿
・⼀番重要なルールと考える。
・道路のことも含め、中板橋のように、⾯の商店街になれば、買い物しやすくなり、発展

するのでは。
・ルールの表現を考える必要がある。
・アンケートでは「ルールは必要」が81％であり、重要性が⾼いと思う。

・次回の検討会に
向けて、他地区の
⼀般事例や⽤途地
域による制限を基
に素案を作成し、
話し合う。 

・アンケート
集計結果

・現状制限の
整理

・他地区事例
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まちづくり
のルール 

記述内容（概要・例示）
これまでの検討会での主な意⾒ 

検討会での 
話し合い（想定） 

必要な検討材料や
作業 

レベルA （幅広) レベルB （中間) レベルC （詳細）

ルール④
（B１） 
補助第 26
号線沿道の
街並み・景
観形成に向
けたルール 

補助第26号線
沿道の建物の外
壁や屋根の⾊彩
は、周辺との調
和を図るべき。 

補助第26号線沿
道の建物の外壁
及び屋根の⾊彩
は、刺激的な原
⾊を避け、周辺
の街並みとの調
和に配慮を図る
べき。 

（東地区並みの記述）
補助第26 号線沿道の
建築物の外壁及び屋根
の⾊彩は刺激的な原⾊
を避け、周辺環境や地
域の街並みとの調和に
配慮したものとする。 

〇ルールは必要 
・⾊彩制限をかけてほしい。
・落ち着きがある⾊が良い。
・補助26号線沿道は、街並みと統⼀させるために⾊彩は揃えた⽅が良い。
・⾊は、突⾶なものは規制すべき。
・統⼀感を持たせる仕組みが必要。
・「落ち着いた⾊」の定義が重要。単に地味な⾊にすれば良いというわけではなく、センスが問

われる。

●第13回検討会での意⾒
⇒「ルールは必要」に13名(全員)挙⼿
・中⾝の問題。
・“落ち着いた⾊“が具体的にどのような⾊を指すのか。
⇒景観⾊彩ガイドラインでは、「原⾊を避ける」としている。同ガイドラインを前提とし、さら

に地区計画で具体的にするかどうかというところだろう。

⇒他地区の事例
や、区の景観⾊
彩ガイドライン
を考慮して話し
合う

・地区計画事例
⇒ 資料P８,P9

ルール⑤
（B３） 
屋外広告物
等の形態・
意匠の制限 

屋外広告物
は、景観に配
慮した広告物
を設置すべ
き。 

屋外広告物は、
刺激的な原⾊を
避け、周辺環境
と調和するもの
とすべき。 

（東地区並みの記述）
⼯作物、広告物は、刺
激的な⾊彩を避け、周
辺環境と調和し、良好
な景観の形成に資する
ものとする。 
（さらに加える場合）
広告物は、建築物の屋
上に取り付けてはなら
ない。 

〇ルールは必要 
・（建物の⾊彩とともに）看板も規制すべき。
・店舗の看板の⾼さ・位置・デザインがバラバラな箇所があり、統⼀感を持たせるべき。

●第13回検討会での意⾒
⇒「ルールは必要」に12名挙⼿
・中⾝の問題。
・ハッピーロードの看板はわかりやすくできている。
・組織がある場所は統⼀感も保たれると思うが、地区計画ではどうなのか。
・まちあるきでは、看板に統⼀感がないという意⾒あり。
・⾼さ、⼤きさは決めたほうが良い。

⇒アンケート結果
や他地区事例、
区の屋外広告物
景観ガイドライ
ンを基に、話し
合う

・制限する広告物
の種類、⼤き
さ、⾊のほか、
地区内での適⽤
地区についても
確認

・アンケート集計結
果

・他地区事例
⇒ 資料P10,P11

ルール⑥
（C１） 
住宅地区で
の隣地境界
線からの壁
⾯後退 

住宅地区の安
全性の確保の
ため、隣地境
界からの余裕
空間を取るよ
うに努めるべ
き。 

住宅地区の安全
性の確保のた
め、隣地境界か
ら⼀定距離の壁
⾯後退を指定す
べき。ただし、
敷地⾯積が狭い
敷地の場合には
⼀定の配慮をす
べき。 

（東地区並みの記述）
住宅地区で、敷地⾯積
60㎡以上の場合、隣地
境界線から0.5ｍ以
上、壁⾯を後退する。
（※ ただし書きが⻑⽂

なので今回は省略） 

〇ルールは必要 
・古い建物が密集し災害時に危険。
〇ルールは必要ない
・現状では建築できていたものが、地区計画を定めることで建築確認が下りなくなるというな

ら、制限が多くなり、今の敷地に建てられなくなる⼈が出てくる。
・同意を得るには⼤変なルールではないか。

●第13回検討会での意⾒
⇒「ルールは必要」に7名挙⼿

・敷地⾯積分布な
どデータを元
に、後退距離に
ついて確認

・適⽤除外につい
て確認

・地区内での⾯積分
布図の確認

・適⽤除外事例
・他地区事例
⇒ 資料P12
（板橋区内の地区計

画、全21地区の
うち、12地区で
隣地境界線からの
壁⾯後退の記述が
ある。その12地
区全部が「0.5m
以上」の後退とし
ている。また、た
だし書きでの例外
規定が多い） 



7 

まちづくり
のルール 

記述内容（概要・例示）
これまでの検討会での主な意⾒ 

検討会での 
話し合い（想定） 

必要な検討材料や
作業 

レベルA （幅広) レベルB （中間) レベルC （詳細）

ルール⑦
（B５） 
住宅地区で
のふさわし
くない建物
⽤途の制限 

住宅地区の良好
な環境を保つた
め、迷惑施設の
⽴地を制限すべ
き。 

住宅地区の良好
な環境を維持で
きるよう、特定
の店舗等の⽴地
を制限すべき。 

（東地区並みの記述）
カラオケボックス、マ
ージャン屋、ゲームセ
ンターの出店を制限す
る。

〇ルールは必要 
・妙なものは作られないようにする仕組みは必要。

●第13回検討会での意⾒
⇒「ルールは必要」に13名(全員)挙⼿

◆住⺠アンケート調査の結果→
制限する必要があると考える⽤途は、パチンコ店、
マージャン店、カラオケボックスの順で回答数が
多い。（複数回答可）

・他地区の⼀般事
例や⽤途地域によ
る制限を基に話し
合う

・アンケート集計
結果

・他地区事例
・住宅地区内での

現在の⽴地状況
の確認

⇒ 資料P13

ルール⑧
（C２） 
住宅地区で
のブロック
塀等の制限 

震災時の安全性
の確保と潤いが
ある街並みの形
成を図るため
に、道路に⾯し
て、垣・さくを
設ける場合は、
構造や意匠に配
慮すべき。 

震災時の安全性
の確保と潤いが
ある街並みの形
成を図るため
に、道路に⾯し
て、垣・さくを
設ける場合は、
ブロック塀を制
限すべき。 

（東地区並みの記述）
道路に⾯して設ける垣
⼜はさくの構造は、⽣
け垣⼜はフェンスと
し、コクリートブロッ
ク造、補強コンリート
ブロック造、⽯造、レ
ンガ造その他これらに
類する構造としてはな
らない。
ただし、地盤⾯から⾼
さ0.6m以下の部分は
この限りではない。

〇ルールは必要 
・ブロック塀は防犯や防災上問題がある。⽣垣やフェンスとすべき。
・緑が少ないのは当地区の課題。しかし⽣垣は⼿⼊れを考えると⼤変。
・⽣垣にこだわらず、ブロック塀は⼀定の⾼さに抑え、その上に柵を設ける形にした⽅が良い

のでは。 

●第13回検討会での意⾒
⇒「ルールは必要」に10名挙⼿

・他地区の⼀般事
例を基に話し合
う

・他地区事例
⇒ 資料P12
（板橋区内の地区

計画、全21地区
の全部で、垣⼜
はさくの記述が
あり、「⽣け垣
⼜はフェンス」
と記載している
る。そのうちの
17地区が「地盤
⾯から⾼さ0.6m
以下の部分」を
例外規定として
いる） 

※ 記述内容については、制限内容（または制限の方向性）だけではなく、配慮すべき事項についても、必要に応じて加える。

問14 

ｶﾗｵｹﾎﾞｯｸｽ ﾏｰｼﾞｬﾝ屋 ﾊﾟﾁﾝｺ屋  その他  無回答
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※表中の写真は全てgoogleストリートビューより

（１）板橋区内の地区計画における⾊彩制限の事例
《ルール④ B１．補助第26号線沿道の街並み・景観形成に向けたルール(⾊彩制限)》 
◆区内の地区計画の事例

地区 建築物の⾊彩の制限 
若⽊ニ・三丁⽬地区
(H30.12.4 都市計画決定) 

建築物の屋根・外壁等の⾊彩は、刺激的な原⾊を避け、周辺環境と
調和したものとする。 

板橋駅板橋⼝地区 
(H30.10.11変更) 

建築物の外観の⾊彩は、周辺の街並みとの調和に配慮したものとす
る。 

⾚塚六丁⽬地区 
(H30.3.7決定) 

建築物の外壁、屋根⼜はこれに代わる柱の⾊彩は、刺激的な原⾊を
避け、周辺環境と調和したものとする。 

向原三丁⽬地区 
(H29.9.29変更) 

建築物の外壁⼜はこれに代わる柱、屋根などの意匠⼜は⾊彩は、周
囲の環境と調和した落ち着きのある⾊調とする。 

⼤⾕⼝⼀丁⽬周辺地区 
(H29.3.15決定) 

建築物の屋根・外壁等の⾊彩は、刺激的な原⾊を避け、周辺環境と
調和したものとする。 

・同じ補助第26号線沿いでも、⽬⽴つ⾊の住宅(写真左)や調和したまちなみ(写真右)がある。

 （記載に適合しない例）     （記載への適合例） 
⼤⼭駅東地区 
(H27.12.25決定) 

建築物の外壁及び屋根の⾊彩は刺激的な原⾊を避け、周辺環境や地
域の街並みとの調和に配慮したものとする。 

・住宅の建替えがみられる（記載への適合例）

旧板橋宿周辺地区 
(H25.10.18決定) 

建築物の屋根・外壁等の⾊彩は、刺激的な原⾊を避け、周辺環境と
調和したものとする。 

中台⼆丁⽬北地区 
(H22.12.1決定) 

建築物の屋根、外壁等の⾊彩は、刺激的な⾊彩や原⾊を避け、周辺
環境と調和した落ち着いた⾊調とする。 

H21年時点の写真(建て替え前) H30年時点の写真(同じ場所での建て替え後) 
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⼀
覧

《
ル

ー
ル

⑥
 C

1、
ル

ー
ル

⑧
 C

2》
 

＊
）

グ
レ

ー
の

網
掛

け
は

、
地

区
計

画
の

区
域

内
に

住
宅

地
区

が
あ

る
地

区
 

 

番 号
 

地
区

 
(都

市
計

画
決

定
・

変
更

) 
壁

⾯
位

置
の

制
限

 
垣

⼜
は

さ
く

の
構

造
の

制
限

 
隣

地
境

界
線

か
ら

の
壁

⾯
の

位
置

の
制

限
 

1 
若

⽊
ニ

・
三

丁
⽬

地
区

 
(H

30
.1

2.
4

決
定

) 
１

道
路

境
界

線
及

び
隣

地
境

界
線

か
ら

建
築

物
の

外
壁

⼜
は

こ
れ

に
代

わ
る

柱
の

⾯
ま

で
の

距
離

は
、

0.
5ｍ

以
上

と
す

る
。

 
（

た
だ

し
書

き
は

略
）

 

道
路

に
⾯

し
て

設
け

る
垣

⼜
は

さ
く

の
構

造
は

、
⽣

け
垣

⼜
は

フ
ェ

ン
ス

と
し

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
造

、
補

強
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
造

、
⽯

造
、

レ
ン

ガ
造

そ
の

他
こ

れ
ら

に
類

す
る

構
造

と
し

て
は

な
ら

な
い

。
た

だ
し

、
地

盤
⾯

か
ら

⾼
さ

0.
6ｍ

以
下

の
部

分
は

こ
の

限
り

で
は

な
い

。
 

2 
板

橋
駅

板
橋

⼝
地

区
 

(H
30

.1
0.

11
決

定
・

変
更

) 
（

記
載

な
し

）
←

区
域

内
に

住
宅

地
区

は
無

し
 

道
路

、
広

場
等

に
⾯

し
て

設
け

る
垣

⼜
は

さ
く

は
、

⽣
け

垣
⼜

は
フ

ェ
ン

ス
と

す
る

。
 

3 
⾚

塚
六

丁
⽬

地
区

 
(H

30
.3

.7
決

定
) 

２
．

建
築

物
の

外
壁

⼜
は

こ
れ

に
代

わ
る

柱
の

⾯
か

ら
、

隣
地

境
界

線
ま

で
の

距
離

 は
0.

5ｍ
以

上
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

（
た

だ
し

書
き

は
略

）
 

道
路

に
⾯

し
て

設
け

る
垣

⼜
は

さ
く

は
、

⽣
垣

⼜
は

フ
ェ

ン
ス

と
し

、
こ

れ
ら

の
併

⽤
は

妨
げ

な
い

。
た

だ
し

、
⾼

さ
が

0.
6ｍ

以
下

の
部

分
に

つ
い

て
は

、
 コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
造

、
レ

ン
ガ

造
、

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

造
⼜

は
こ

れ
ら

に
類

す
る

構
造

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
4  

⼤
⼭

駅
⻄

地
区

 
※

当
地

区
 

(H
29

.1
0.

10
決

定
) 

（
記

載
な

し
）

←
（

現
在

は
ク

ロ
ス

ポ
イ

ン
ト

地
区

の
み

で
 

住
宅

地
区

で
は

未
指

定
）

 
＜

ク
ロ

ス
ポ

イ
ン

ト
地

区
＞

道
路

に
⾯

し
て

設
け

る
垣

⼜
は

さ
く

の
構

造
は

、
⽣

け
垣

⼜
は

フ
ェ

ン
ス

と
し

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
造

、
補

強
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
造

、
⽯

造
、

レ
ン

ガ
造

そ
の

他
こ

れ
ら

に
類

す
る

構
造

と
し

て
は

な
ら

な
い

。
た

だ
し

、
地

盤
⾯

か
ら

⾼
さ

 0
.6

ｍ
以

下
の

部
分

は
こ

の
限

り
で

は
な

い
。 

5  
向

原
三

丁
⽬

地
区

 
(H

29
.9

.2
9

決
定

・
変

更
) 

（
記

載
な

し
）

 
道

路
に

⾯
し

て
設

け
る

垣
⼜

は
さ

く
の

構
造

は
、⽣

け
垣

⼜
は

フ
ェ

ン
ス

と
す

る
。

た
だ

し
、

⾼
さ

0.
6ｍ

以
下

の
も

の
は

こ
の

限
り

で
な

い
。

 
6  

⼤
⾕

⼝
⼀

丁
⽬

周
辺

地
区

 
(H

29
.3

.1
5

決
定

) 
２

 前
項

に
掲

げ
る

以
外

の
敷

地
に

つ
い

て
は

、
道

路
境

界
線

お
よ

び
隣

地
境

界
線

か
ら

建
築

物
の

外
壁

⼜
は

こ
れ

に
代

わ
る

柱
の

⾯
ま

で
の

距
離

は
、

0.
5ｍ

以
上

と
す

る
。（

た
だ

し
書

き
は

略
）

 

道
路

に
⾯

す
る

垣
⼜

は
さ

く
の

構
造

は
、

⽣
け

垣
⼜

は
透

過
性

の
あ

る
フ

ェ
ン

ス
と

す
る

。た
だ

し
、地

盤
⾯

か
ら

⾼
さ

0.
6ｍ

以
下

の
部

分
に

つ
い

て
は

こ
の

限
り

で
は

な
い

。
 

7  
⼤

⼭
駅

東
地

区
 

(H
27

.1
2.

25
決

定
) 

＜
住

宅
地

区
①

、
②

＞
 

隣
地

境
界

線
か

ら
建

築
物

の
外

壁
⼜

は
こ

れ
に

代
わ

る
柱

の
⾯

ま
で

の
距

離
は

、
敷

地
⾯

積
が

 6
0m

²以
上

の
場

合
は

、
0.

5ｍ
を

越
え

て
建

築
し

な
く

て
は

な
ら

な
い

。（
た

だ
し

書
き

は
略

）
 

道
路

に
⾯

し
て

設
け

る
垣

⼜
は

さ
く

の
構

造
は

、
⽣

け
垣

⼜
は

フ
ェ

ン
ス

と
し

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
造

、
補

強
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
造

、
⽯

造
、

レ
ン

ガ
造

そ
の

他
こ

れ
ら

に
類

す
る

構
造

と
し

て
は

な
ら

な
い

。
 

た
だ

し
、

地
盤

⾯
か

ら
⾼

さ
 0

.6
ｍ

以
下

の
部

分
は

こ
の

限
り

で
な

い
。

 
8  

旧
板

橋
宿

周
辺

地
区

 
(H

25
.1

0.
18

決
定

) 
（

記
載

な
し

）
 

（
同

上
）

た
だ

し
、

地
盤

⾯
か

ら
⾼

さ
0.

6m
以

下
の

部
分

は
こ

の
限

り
で

は
な

い
。

 
9  

新
河

岸
⼆

丁
⽬

⼯
業

地
区

 
(H

23
.1

2.
15

決
定

) 
１

 道
路

境
界

線
及

び
隣

地
境

界
線

か
ら

建
築

物
の

外
壁

⼜
は

こ
れ

に
代

わ
る

柱
の

⾯
ま

で
の

距
離

は
、

0.
5ｍ

以
上

と
す

る
。（

た
だ

し
書

き
は

略
）

 
道

路
に

⾯
す

る
垣

⼜
は

さ
く

の
構

造
は

、
⽣

け
垣

⼜
は

透
過

性
の

⾼
い

フ
ェ

ン
ス

と
す

る
。

た
だ

し
、

⾼
さ

0.
6ｍ

以
下

の
部

分
に

関
し

て
は

こ
の

限
り

で
は

な
い

。 
10

 
 

中
台

⼆
丁

⽬
北

地
区

 
(H

22
.1

2.
1

決
定

) 
１

 道
路

境
界

線
及

び
隣

地
境

界
線

か
ら

建
築

物
の

外
壁

⼜
は

こ
れ

に
代

わ
る

柱
の

⾯
ま

で
の

距
離

は
、

0.
5ｍ

以
上

と
す

る
。

 
（

た
だ

し
書

き
は

略
）

 

道
路

に
⾯

す
る

垣
⼜

は
さ

く
の

構
造

は
、

⽣
け

垣
⼜

は
透

過
性

の
あ

る
フ

ェ
ン

ス
と

す
る

。
た

だ
し

、
フ

ェ
ン

ス
等

の
基

礎
に

⽤
い

る
補

強
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
及

び
こ

れ
に

類
す

る
も

の
で

、
宅

地
地

盤
⾯

か
ら

の
⾼

さ
が

0.
9ｍ

以
下

の
も

の
に

あ
っ

て
は

、
こ

の
限

り
で

は
な

い
。

 
11

 
⻄

台
⼀

丁
⽬

周
辺

北
地

区
 

(H
21

.1
1.

16
決

定
・

変
更

) 
２

．隣
地

境
界

線
か

ら
建

築
物

の
外

壁
⼜

は
こ

れ
に

代
わ

る
柱

の
⾯

ま
で

の
距

離
は

、
0.

5ｍ
以

上
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。（
た

だ
し

書
き

は
略

）
 

道
路

に
⾯

す
る

垣
⼜

は
さ

く
の

構
造

は
、

⽣
け

垣
⼜

は
フ

ェ
ン

ス
と

す
る

。
た

だ
し

、
地

盤
⾯

か
ら

⾼
さ

0.
6ｍ

以
下

の
部

分
に

つ
い

て
は

こ
の

限
り

で
な

い
。

 
12

 
成

増
五

丁
⽬

地
区

 
(H

19
.1

1.
15

決
定

) 
２

 隣
地

境
界

線
か

ら
建

築
物

の
外

壁
⼜

は
こ

れ
に

代
わ

る
柱

の
⾯

ま
で

の
距

離
は

、
0.

5ｍ
以

上
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。（
た

だ
し

書
き

は
略

）
 

道
路

に
⾯

す
る

垣
⼜

は
さ

く
の

構
造

は
、

⽣
垣

⼜
は

フ
ェ

ン
ス

と
す

る
。

 
た

だ
し

、
0.

9ｍ
以

下
の

部
分

に
つ

い
て

は
、

こ
の

限
り

で
な

い
。

 
13

 
⻄

台
⼆

丁
⽬

周
辺

地
区

 
(H

19
.4

.6
決

定
) 

２
 隣

地
境

界
線

及
び

道
路

境
界

線
（

幅
員

６
ｍ

を
越

え
る

道
路

に
接

す
る

部
分

を
除

く
）か

ら
建

築
物

の
外

壁
⼜

は
こ

れ
に

代
わ

る
柱

の
⾯

ま
で

の
距

離
は

、
0.

5ｍ
以

上
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。（
た

だ
し

書
き

は
略

）
 

道
路

⼜
は

環
境

緑
地

に
⾯

す
る

垣
⼜

は
さ

く
の

構
造

は
、

⽣
け

垣
⼜

は
透

過
性

の
あ

る
フ

ェ
ン

ス
と

す
る

。
た

だ
し

、
地

盤
⾯

か
ら

⾼
さ

 0
.6

ｍ
以

下
の

部
分

に
つ

い
て

は
こ

の
限

り
で

は
な

い
。

 
14

 
上

板
橋

駅
南

⼝
駅

前
地

区
 

(H
16

.1
1.

15
決

定
) 

（
記

載
な

し
）

←
地

区
内

に
住

宅
地

区
は

無
し

 
道

路
に

⾯
す

る
垣

⼜
は

さ
く

の
構

造
は

、
⽣

垣
⼜

は
フ

ェ
ン

ス
と

す
る

。
 

15
 

加
賀

⼀
・

⼆
丁

⽬
地

区
 

(H
14

.3
.2

9
決

定
) 

（
敷

地
⾯

積
と

場
所

に
応

じ
て

細
か

く
規

定
）

 
＜

A、
B

地
区

＞
 

１
）

敷
地

⾯
積

が
80

㎡
以

上
15

0
㎡

未
満

の
場

合
は

、
壁

⾯
の

位
置

は
道

路
境

界
線

及
び

隣
地

境
界

線
か

ら
0.

5ｍ
以

上
と

す
る

。
 

２
）

敷
地

⾯
積

が
15

0
㎡

以
上

30
0

㎡
未

満
の

場
合

は
、

道
路

境
界

線
か

ら
１

ｍ
以

上
、

隣
地

境
界

線
か

ら
0.

5ｍ
以

上
と

す
る

。
 

＜
C1

地
区

＞
 

１
．（

略
）

隣
地

境
界

線
か

ら
建

築
物

の
外

壁
⼜

は
こ

れ
に

代
わ

る
柱

の
⾯

ま
で

の
距

離
は

、敷
地

⾯
積

が
60

㎡
以

上
の

場
合

は
0.

5ｍ
以

上
と

す
る

。 
＜

C2
地

区
＞

 
１

．（
略

）
そ

の
他

の
境

界
線

か
ら

は
、

敷
地

⾯
積

が
80

㎡
以

上
の

場
合

は
、

0.
5ｍ

以
上

と
す

る
。

 
２

．
区

画
道

路
１

号
に

か
か

る
敷

地
以

外
の

敷
地

に
つ

い
て

は
、

道
路

境
界

線
お

よ
び

隣
地

境
界

線
か

ら
建

築
物

の
外

壁
⼜

は
こ

れ
に

代
わ

る
柱

の
⾯

ま
で

の
距

離
は

、敷
地

⾯
積

が
80

㎡
以

上
の

場
合

は
0.

5ｍ
以

上
と

す
る

。 

道
路

（
⽯

神
井

川
沿

い
緑

道
含

む
）

に
⾯

す
る

垣
⼜

は
さ

く
の

構
造

は
、

⽣
け

垣
⼜

は
フ

ェ
ン

ス
と

す
る

。
た

だ
し

、
0.

6ｍ
以

下
の

部
分

は
こ

の
限

り
で

は
な

い
。 

16
 

⾈
渡

三
丁

⽬
地

区
 

(H
11

.1
1.

11
決

定
・

変
更

) 
（

記
載

な
し

）
←

区
域

内
に

住
宅

地
区

は
無

し
 

道
路

に
⾯

す
る

垣
⼜

は
さ

く
の

構
造

は
、

⽣
け

垣
⼜

は
フ

ェ
ン

ス
と

す
る

。
た

だ
し

、
地

盤
⾯

か
ら

⾼
さ

0.
6ｍ

以
下

の
部

分
に

つ
い

て
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
 

17
 

浮
間

⾈
渡

駅
周

辺
南

地
区

 
(H

11
.1

1.
11

決
定

・
変

更
) 

（
記

載
な

し
）

←
区

域
内

に
住

宅
地

区
は

無
し

 
道

路
に

⾯
す

る
か

き
⼜

は
さ

く
の

構
造

は
、

⽣
垣

⼜
は

フ
ェ

ン
ス

と
す

る
。

 
た

だ
し

、
0.

6ｍ
以

下
の

部
分

に
つ

い
て

は
、

こ
の

限
り

で
な

い
。

 
18

 
浮

間
⾈

渡
駅

周
辺

地
区

 
(H

11
.1

1.
11

決
定

・
変

更
) 

（
記

載
な

し
）

←
区

域
内

に
住

宅
地

区
は

無
し

 
（

同
上

）
た

だ
し

、
0.

6ｍ
以

下
の

部
分

に
つ

い
て

は
、

こ
の

限
り

で
な

い
。

 

19
 

桜
川

三
丁

⽬
補

助
23

4 
号

線
沿

道
地

区
(H

9.
4.

4
変

更
) 

隣
地

境
界

線
か

ら
建

築
物

の
外

壁
⼜

は
こ

れ
に

代
わ

る
柱

の
⾯

ま
で

の
距

離
は

、
0.

5ｍ
以

上
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。（
た

だ
し

書
き

は
略

）
 

（
同

上
）

た
だ

し
、

0.
6ｍ

以
下

の
部

分
に

つ
い

て
は

、
こ

の
限

り
で

な
い
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⻄
台
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丁
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辺
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区
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決
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⼜
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わ
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⾯
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距

離
は

、
0.

5ｍ
以

上
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。（
た

だ
し

書
き

は
略

）
 

（
同

上
）た

だ
し

、地
盤

⾯
か

ら
⾼

さ
0.

6ｍ
以

下
の

部
分

に
つ

い
て

は
こ

の
限

り
で

な
い

。
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四
葉

⼆
丁

⽬
・

徳
丸

⼋
丁

⽬
地

区
(S

62
.1

.2
3

決
定

) 
（

記
載

な
し

）
 

（
同

上
）

た
だ

し
、

⾼
さ

0.
6ｍ

以
下

の
部

分
に

つ
い

て
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。 

 
【

地
区

数
】

 
 

１
２

／
１

４
 

隣
地

境
界

線
か

ら
0.

5m
以

上
と

し
た

地
区

／
住

宅
地

区
が

あ
る

地
区

数
 

１
７

／
２

１
 

0.
6m

以
下

の
ブ

ロ
ッ

ク
塀

等
を

許
容

す
る

地
区

／
記

載
が

あ
る

地
区

 

12 



（
4）

板
橋

区
内

の
地

区
計

画
で

の
、

住
宅

地
区

で
の

⽤
途

制
限

の
事

例
⼀

覧
《

ル
ー

ル
⑦

 B
5》

 

＊
）

グ
レ

ー
の

網
掛

け
は

、
地

区
計

画
の

区
域

内
に

住
宅

地
区

が
あ

る
地

区
 

 番 号
 

地
区

 
(都

市
計

画
決

定
・

変
更

) 
住

宅
地

区
で

制
限

さ
れ

る
建

築
物

等
の

⽤
途

 
ﾏｰ

ｼﾞ
 

ｬﾝ
屋

 
ﾊﾟ

ﾁﾝ
 

ｺ屋
 

ｶﾗ
ｵｹ

 
ﾎﾞ

ｯｸ
ｽ 

⾺
券

等
 

販
売

所
 

性
⾵

 
俗

店
 

そ
の

 
他

 
そ

の
他

の
⽤

途
で

特
徴

的
な

も
の

の
制

限
 

1 
若

⽊
ニ

・
三

丁
⽬

地
区

 
(H

30
.1

2.
4

決
定

) 
―

 
―

 
―

 
―

 
―

 
―

 
（

住
宅

地
区

で
の

追
加

の
⽤

途
制

限
は

無
し

）
 

2 
板

橋
駅

板
橋

⼝
地

区
 

(H
30

.1
0.

11
決

定
・

変
更

) 
 

 
 

 
 

 
（

区
域

内
に

住
宅

地
区

は
無

し
）

 

3 
⾚

塚
六

丁
⽬

地
区

 
(H

30
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.7
決

定
) 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

（
住

宅
地

区
で

の
追

加
の

⽤
途

制
限

は
無

し
）

 

4  
⼤

⼭
駅

⻄
地

区
 

(H
29

.1
0.

10
決

定
) 

※
 当

地
区

（
現

在
は

ク
ロ

ス
ポ

イ
ン

ト
地

区
の

み
で

の
指

定
で

 
住

宅
地

区
で

は
未

指
定

）（
住

宅
地

区
は

第
⼆

種
住

居
地

域
）

 
5  

向
原

三
丁

⽬
地

区
 

(H
29

.9
.2

9
決

定
・

変
更

) 
―

 
―

 
―

 
―

 
―

 
●

 
 

地
上

１
階

の
過

半
を

店
舗

、
飲

⾷
店

そ
の

他
こ

れ
ら

に
類

す
る

⽤
途

以
外

に
供

す
る

建
築

物
 

6  
⼤

⾕
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⼀
丁

⽬
周

辺
地
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.1

5
決

定
) 
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（
住

宅
地

区
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の
追
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⽤
途
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限

は
無
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）

 

7  
⼤

⼭
駅

東
地

区
 

(H
27

.1
2.
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決

定
) 

●
  

●
  

―
 

●
  

●
  

―
 

＜
左

記
は

住
宅

地
区

②
＞

 
＜

住
宅

地
区

①
＞

は
性

⾵
俗

店
の

み
を

制
限

 
8  

旧
板

橋
宿

周
辺

地
区

 
(H

25
.1

0.
18

決
定

) 
―

 
―

 
―

 
―

 
●

 
 

―
 

＜
全

域
＞

 
 

9  
新

河
岸

⼆
丁

⽬
⼯

業
地

区
 

(H
23

.1
2.

15
決

定
) 

 
 

 
 

 
 

（
区

域
内

に
住

宅
地

区
は

無
し
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中

台
⼆

丁
⽬

北
地

区
 

(H
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1
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定
) 
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―
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―
 

●
  

＜
全

域
＞
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ン
ル
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ム
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パ
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⻄
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⼀

丁
⽬

周
辺

北
地

区
 

(H
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.1
1.
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決

定
・

変
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―

 
―

 
―

 
―

 
―

 
＜

住
宅

Ａ
地

区
、

住
宅

B
地

区
＞

 
１

．
店

舗
、

飲
⾷

店
そ

の
他

こ
れ

ら
に

類
す

る
⽤

途
に

供
す

る
も

の
で

、
そ

の
⽤

途
に

供
す

る
部

分
の

床
⾯

積
の

合
計

が
１

５
０

㎡
を

超
え

る
も

の
 

２
．

独
⽴

し
た

⾃
動

⾞
⾞

庫
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成
増

五
丁

⽬
地

区
 

(H
19

.1
1.

15
決

定
) 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

●
  

１
 神

社
、

寺
院

、
教

会
そ

の
他

こ
れ

ら
に

類
す

る
も

の
 

２
 公

衆
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場
 

３
 ⼤

学
、

⾼
等

専
⾨
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専

修
学

校
そ
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こ
れ
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す
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⻄
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上
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加
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⼀
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⽬
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区
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9
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●
 

●
 

―
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―
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<
B

地
区

＞
 

・
キ

ャ
バ

レ
ー

、
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理
店

、
ナ
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ト
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ダ
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ス
ホ
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す
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＞
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⽬
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―
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⼯
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店

舗
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店
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⽤
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供
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⽤
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⾃
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２
 

０
 

２
 

２
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３．今後の検討スケジュール（案） 

大山駅西地区地区計画に関する提言書の作成に向けて、以下の進め方を想定しています。 

 
提
言
書
の
構
成
案 

提
言
書
素
案 

提
言
書
案 

役員会（4/11） 

【主な議題】 

・今後の進め方について

・第 14 回検討会プログラム

第 14 回地区計画検討会（5/17） 
【主な議題】 

・提言書の構成の確認

・提言書項目の検討

（各項目の書き方レベルの確認）

役員会（6 月上旬） 

【主な議題】 

・提言書素案の確認

・第 15 回検討会プログラム

第 15 回地区計画検討会（7 月上旬） 
【主な議題】 

・提言書素案の確認

・提言書項目の検討

（ヒアリング結果を踏まえた検討）

役員会（8 月末） 

【主な議題】 

・提言書案の確認

・第 16 回検討会プログラム

第 16 回地区計画検討会（9 月末） 

【主な議題】 

・提言書案の最終確認

大山駅西地区地区計画に関する提言書の完成 

資料の送付 

→事前に意見聴取（郵送）

提言書案について 

地区計画検討会会員に向けた 

意見聴取を実施 

資料の送付 

→事前に意見聴取（郵送）

資料の送付 

→事前に意見聴取（郵送）

補助第 26 号線沿道の住居制限/ 

用途の制限について 

地権者にヒアリングを実施 

14 



 

第１５回大山駅西地区地区計画検討会 

 

令和元年７月２６日（金） 

午後７時～９時 

会場：仲町地域センター ４階 

第２レクリエーションホール 

 

 次  第 

 

１ 開会挨拶 

 ・会長挨拶 

 

２ 議題 

（１）「提言書」に記載する地区計画のルールの「記述レベル」について 

（２）「提言書」の内容イメージについて 

 

 

３ 意見交換 

 

４ 連絡等 

 ・今後の開催日程候補の確認 

 

５ 閉会 

 



14

２．「提言書」の内容イメージ②

（暫定イメージ） （暫定イメージ）

（暫定イメージ）

（暫定イメージ）



 

第１６回 大山駅西地区 地区計画検討会 

 

令和元年１０月２５日（金） 

午後７時～９時 

会場：仲町地域センター ４階 

第１レクリエーションホール 

 

 次  第 

 

１ 開会挨拶 

 ・会長挨拶 

 

２ 議題 

（１）大山駅西地区がめざす将来イメージ 

（２）大山駅西地区地区計画で導入すべきルール 

 

 

３ 意見交換 

 

４ 連絡等 

 

５ 閉会 

 



第16回大山駅西地区地区計画検討会/当日配布資料




